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「地理的な見方・考え方」を育成させるＥＳＤ教材の内容開発
Ⅰ．本稿の目的と背景






















可能な開発のための教育の 10 年」実施計画（ESD 実施



































A Development of the ESD Lesson Plan to Develop  Geographical “MIKATA-KANGAEKATA”
（Perspective-Thinking Skills　Using Basic Geographical Concepts）:
A Case Study of“The Problem of Natural Resources and Energy in Japan”
 for Junior High School Geograpy Classes.
Haruhiro RYUTAKI・Seizi OKAZAKI
キーワード：地理的な見方・考え方，持続発展教育，資源・エネルギー問題，社会参画力
Keywords：Perspective-Thinking Skills Using Basic Geographical Concepts, ＥＳＤ, Problem of Natural 
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目標 (1): 地域的特色 ( と他地域との
比較 ･ 関連 )
目標 (2): 地方特殊性と一般共通性
（地理的諸条件）
目標 (3): 地域間相互の関係 目標 (4): 自然と人間生活との関係
昭 和 44
年版
ア : 地 域 の
特 色 を 他 地
域との比較 ､
関 連 に お い
て 考 え る こ
と。
イ : 地理的事象の






象 を 生 み 出
し た 諸 条 件








オ： 自 然 お
よ び 社 会 的
条 件 と 人 間
と の 関 係 に
つ い て 考 察
すること。
カ： 地 域 の
変 貌 に 着 目
し， そ の 動
向 や 意 味 に






ア : 地 域 の
特 色 を 他 地
域 と の 比 較
､ 関 連 に お





















社 会 的 条 件
と 人 間 と の
関 係 に つ い
て 考 え る こ
と。
カ：地域の変
容 に 気 付 か
せ，その動向
や意味につい













































⑦ : 地 域 の
変容に着目








① : どこに , どのような

























③ : そ う し た 地
理 的 事 象 は , そ
こでしかみられ



























ら れ た の か，
これから先も
み ら れ る の
か , 地 域 の 変
容 を と ら え，
地域の課題や
将来像につい








































































































































































































































   
   






   
   
   





































































































































































































































































   
   






   
   
   















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表３　単元の指導計画       　※全６時間（　）の数字は時間数
次 過程 ねらい 形成が期待される認識
１ 資 源・ エ ネ ル
















２ 仮 説 で あ る エ
ネ ル ギ ー 政 策

















































































































































































文部省『中学校学習指導要領解説（平成 10 年）12 月－
社会編－』大坂書籍，1999 年。
（2014年９月１日受付）
（2014年10月８日受理）
